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特集　珍しいキノコ舞踊団×plaplax  滞在制作

ダンス公演「The Rainy Table」
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any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。

C O N T E N T S

特集

03 ポップでキュートな
魔法じかけのダンス
珍しいキノコ舞踊団 × plaplax  滞在制作
ダンス公演 「The Rainy Table」

ピックアップイベント

08 冬をもっとホットに過ごす
山口情報芸術センター

「ミニマム  インターフェース」展
みて！さわって！アートをたのしもう

柄本 明  ひとり芝居 「風のセールスマン」
あなたの街にやってくる！風のセールスマン

中原中也記念館

企画展Ⅲ 「中也の兄弟たち」
中也に繋がる5つの人生

常設テーマ展示 「哀悼の詩─愛するものが死んだ時には」
愛するものの死。その時ひとは何を思う。

山口市民会館

前進座 「龍の子太郎」
母を訪ねる旅で、太郎が出会ったものとは…?

「三枝成彰・辰巳琢郎の宝くじおしゃべり音楽館」
映画音楽やポップスなどの名曲を軽快なトークとともに

12 any通信
◎アーティストボイス おおたか静流 （音楽家）
◎お先に試写しました 「やじきた道中  てれすこ」
◎いただきます 生ソーセージと栗のトマトソーススパゲッティー
  （「トラットリア・アンコーラ」）
◎GOOD GOODS 「ordinaries （オーディナリーズ）」（YCAMポストカード 01）

◎My Favorite  福田百合子 （中原中也記念館館長）

14 イベントカレンダー　1～3月
INFORMATION

平成21年1月1日発行
発行：財団法人山口市文化振興財団
本誌記事の無断転載を固く禁じます。

写真上： 珍しいキノコ舞踊団 「3mmくらいズレてる部屋」（2006）
photo:片岡陽太　下： plaplax 「murmur sky」（2007）  辻哲郎と
の共同制作  photo:太田拓実  （写真提供：NTTインターコミュニ
ケーションセンター［ICC］）
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近森 基++久納鏡子 「A Tale of Stray Kittens ―異世界旅行猫絵図―」 
（2007）  photo:Tani Hirofumi

近森 基++久納鏡子 「KAGE」 
（1997、2007年再制作）

珍しいキノコ舞踊団 「FLOWER PICKING」 
びわ湖ホール（2003）

◎大人は普段どういうことを思って教育について考えているかを知る機会を持てて良かったと思っています。
　話を聞いている途中何度も「こうしてほしい！」という高校生の主張を訴えたくなる場面もありました。 （10代女性　「YCAM5周年記念シンポジウム」より）

◎仕掛けのないところにもドキドキしてみたり、何気ない風景も切り取った1枚の絵のように感じたりしました。
　知らない3人組で知らない街を歩くというのは私にとってとても貴重な体験になりました。 （20代女性　「山口市営P」より）

◎今あらためてみると、本当にメッセージの強い物語ですね。今の時代だからこそ心に響きました。 （30代男性　ミュージカル「サウンド オブ ミュージック」より）

◎終演後、クツの音、横の人のカバンの音、全ての音が演奏なのではという感傷に陥り、こんなにも自分の周りの「音」に敏感になった事は今までありません。
　まだ演奏の続きのような不思議な感覚です。 （20代女性　「大友良英 / ENSEMBLES」展ライブ「Networks」より）

◎中也自身ではなく、人それぞれの内面の呼び声の様に思えてならない。自分もそういう所がある。 （50代男性　「美と痛み―大和保男の陶と中原中也」より）

ダンスカンパニー珍しいキノコ舞踊団と、アートグループplaplaxが、
約1カ月にわたる山口情報芸術センター（YCAM）での滞在制作を経て、

この冬発表する新作ダンス公演「The Rainy Table」。
「雨の中のテーブル」という印象的なシーンから始まるこの旅物語は、

YCAMがこれまで取り組んできた「アートとメディアと身体表現」の
新たな可能性へとつながっています。

オリジナル作品が 
生まれる場所

山口情報芸術センター（YCAM）では、既
存の優れた作品を紹介するだけではな
く、アーティストが3週間から1カ月間に
わたって山口に滞在し、オリジナルの作
品を制作・公開する「滞在制作」を行って
います。

これまでにも、アクロバティックな身体
能力を持つフランス人ダンサー、ジャン
=バティスト・アンドレが、音楽・映像と
いうジャンルの異なる2人のアーティス
トとともに制作した「HiDDEN FACES / 

FACES CACHéS / 隠された面」（2005）
や、LED照明、振動子、音、映像、ダンス
といった各分野で注目のアーティストが
YCAMに集結し、メディア技術と身体表
現の融合に挑んだ「true / 本当のこと」

（2007）など、数々の作品がYCAMで誕
生しました。それらの作品は、国内はもち
ろん、アジア、ヨーロッパ、アメリカなどの

海外へも紹介され、世界的な評価を得て
います。

常に刺激的なオリジナル作品が生み出さ
れる場所、YCAM。今回は「同時代のダン
スをもっと楽しんでほしい」という思いか
ら珍しいキノコ舞踊団とplaplaxによる滞
在制作公演を企画。ダンス、アートそれぞ
れの分野で注目されるアーティスト2組
が、山口で出会い、作品をともに制作し、
発表します。

珍しいキノコ舞踊団 ×plaplax 
初めての挑戦

日常の中のダンスを捉えることで今の時
代を生きる「女の子」のリアルを表現し、

人気を集める珍しいキノコ舞踊団。感覚
や気持ちまでも自然に表現した彼女たち
のダンスは、多くの人に心地よさを与えて
きました。また、美術館の中庭、カフェ、オ
フィスなど、劇場を飛び出しての上演や、
ダンスの途中に挟まれるおしゃべりや歌
など型破りで楽しい演出も魅力の一つ。
そんな彼女たちが今回挑戦するのが最
先端のメディア技術による映像を取り
込んだダンス作品。珍しいキノコ舞踊団
の全作品および今回の新作においても
演出・振付・構成を担当する伊藤千枝は、
「普段は、ダンスに、照明や音楽、舞台美
術を絡ませますが、今回はさらに映像が
加わることでダンスがどう変わるのか試
してみたい」と話します。聞けば、以前か
らYCAMでの滞在制作を希望していた
のだとか。今回は、そんな珍しいキノコ舞
踊団の「夢」がいっぱい詰まった作品が

展開します。
一方、スプーンや時計などの日用品を
使ったオブジェに触れると、その影から
動物や飛行機などのアニメーションが動
きだすなど、ポエティックなアート作品を
発表してきたplaplax。メディア技術を駆
使しながらも身近な要素を取り入れたぬ
くもりのある作品は、国内外で子どもから
大人まで多くの人に親しまれています。
作品展示のみならず、商業スペースやイ
ベント等での空間演出や映像コンテン
ツ、プロダクトデザインなど活躍の幅が
広い彼らですが、本格的な舞台制作は今
回が初めて。
「舞台という制限された空間の中で、世界
が変容していく様をいかにして表現でき
るのかチャレンジしたい」という彼ら。「珍
しいキノコ舞踊団のパフォーマンスは、身
体の動きは美しいうえにユーモアにあふ

れていて、その世界に違和感なく入ること
ができる親しみやすさに特別な魅力を感
じる」と語り、「今まで誰も見たことがない
『珍しいダンス』とコラボーレーションす
るのを楽しみにしている」とのこと。現実
とイメージをつなぎながら新しい知覚体
験と空間を作りだすplaplaxが、ダンサー

というリアルな身体と向き合い、映像と舞
台美術で新たな世界を描き出します。

日常の隙間から広がる 
魔法の世界への旅

「キーワードは魔法」と語る伊藤千枝。彼
女の頭に広がる「魔法の世界」のイメー
ジを、plaplaxが現実の舞台空間へと落と
し込んでいきます。2組に共通するのは、
いずれも「日常」をとらえ、そこから見え
てくるファンタジーや驚きを、遊び心を

もって表現していること。今回彼らが共同
で制作するダンス作品はそんな日常の隙間
から広がる「旅」がテーマ。ダンサーに絡む
映像や美術が、私たちを不思議な旅へと誘
います。

さらに、音楽には、細野晴臣、鈴木亜美、
夏木マリなど、様々なアーティストのプロ
デュースをするほか、リミックス、CM、TV、

ゲーム音楽等も手掛けるバンドB
バッファロー

uffalo 

D
ドーター

aughterのメンバーである大野由美子が
参加し、本作のために新曲を書き下ろしま
す。同じく本作のために新たに作られるスタ
イリッシュな衣裳も要チェック。ダンス、メ
ディア技術、音楽、衣裳など、魅力的なアー
ティストの相互作用がどのような世界を生
み出すのか?

ポップでキュート、夢がいっぱい詰まったわ
くわくするような冒険に、あなたもお出かけ
ください。

珍しいキノコ舞踊団 「フリル（ミニ）ワイルド」 
原美術館（2002）  photo: Namaiki
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plaplax 「hanahana」 
（2006）

珍しいキノコ舞踊団 「家まで歩いてく。」 
彩の国さいたま芸術劇場（2005）  photo: 片岡陽太

儚い弱いものではない。はっきり言えば、新しい身

体言語の絶えざる発明熱なのだ。それも、見逃され

がちな「しぐさ」や「からだ」が知っている懐かしさ

に基づいたものだと思う。「可能性」という未来へ向

かう感覚が、懐かしさを生むのである。これはとても

魅力的な創作の回路だ。それに、どの作品のセット

も魅力的だし、選曲もワクワクさせてくれる。いつも

期待を、いい意味で裏切ってくれて、帰り道にニッ

コリさせてくれたり、スカッとさせてくれたりする。

さあ、みなさん「珍しいキノコ」を味わって、その魔

力にやられちまいましょうぜ。

P R E S E N T

珍しいキノコ舞踊団・plaplaxの
関連グッズやダンス公演の
チケットをプレゼントします。

【申込方法】 ご希望の方は下記のプレゼント番号を
明記の上、住所・氏名・年齢・電話番号・e-mail等の連
絡先、今号の「any」の感想をご記入の上、1月30日
（金）までにハガキ（当日消印有効）・FAX・e-mailでご
応募ください。

●A  「The Rainy Table」公演チケット
（各日ペア1組） ※ご希望の公演日をお選びください。

●B  Tシャツ（１名）
珍しいキノコ舞踊団オリジナル
Tシャツ。
コットン100％、
YOUTH XLサイズ
（成人女性のMサイズ）

●C  トートバッグ（１名）
珍しいキノコ舞踊団オリジナル
トートバッグ。
30cｍ×35cｍマチ付、
キャンバス生地

●D  カタログ
「motoshi chikamori ++ kyoko kunoh」
（１名） ※サイン入り

plaplaxメンバー近森基と久納
鏡子によるユニットの作品を中
心としたDVD付カタログ。

【あて先】 〒753‐0075  山口市中園町7-7

（財）山口市文化振興財団
「any vol.67 特集プレゼント」係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp
※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

◎音が鳴るものが楽しかった。不思議な感じ。虫がのぼってきてこわかった。 （20代女性　「ミニマムインターフェース」展より）

◎新しい事実や生のテープ、証言を聞くことが出来、感動しました。 （女性　公開講演「中原中也のいごこち」より）
◎大和先生の肉声を聞き、芸術論がきけたので大変よかった。保男の陶と中也の詩の対比がおもしろかったな。 （70代男性　公開対談「美と痛み―大和保男の陶と中原中也」より）

◎「山口のYCAM、世界のYCAM」これからも永久にメディアアートの拠点であってほしい。 （10代男性　「YCAM5周年記念シンポジウム」より）

山口情報芸術センター5周年記念事業

珍しいキノコ舞踊団×plaplax
滞在制作　ダンス公演
「The Rainy Table」

                                            （ザ レイニィ テーブル）

2009年2月28日（土）　19:00開演
           3月1日（日）　　14:00開演

会場：山口情報芸術センター　スタジオA
※3月1日終演後、参加アーティストによるポストトークを行います。
　両日の公演の半券チケットをお持ちの方対象。

［料金］全席自由（整理番号付）　※未就学児入場不可
前売　一般 2,500円 　any会員／特別割引 2,200円
当日　2,800円　※当日券は各種割引の対象外
http://therainytable.ycam.jp/

関連イベント　※申込方法等、詳しくはお問い合わせください。

◎バックステージツアー
［90分バージョン］

「YCAM茶話会vol.7
『見たことない！』を生み出す
制作現場のヒミツ」
2009年2月14日（土）　14:00～15:30
［料金］無料 （定員30名・申込先着順）

［20分バージョン］

「世界初演直前！舞台のぞき見ツアー」
2009年2月15日（日）、22日（日）　各日14:00～14:20
［料金］無料 （定員 各回20名・申込先着順）

◎関連映画上映会

「めがね」 （2007年／日本／106分）

2009年2月21日（土）　13:30～／16:00～
　　　　　 22日（日）　15:00～／17:30～
［監督・脚本］荻上直子　［メルシー体操振付］伊藤千枝
［料金］一般 1,000円　any会員／学生 800円

ジュニア（18歳未満）／シニア（65歳以上）／
障がい者と介護の同行者1名 500円
（各回入替制・先着100名）

【コンテンポラリーダンス】　ダンスのジャンルの一つ。モダンダンス以降出てきた新しいダンスの総称と言われていますが、はっきりとした定義はありませ
ん。「同時代の」という意味があり、字義的には現代の舞踊すべてを指しますが、一般的にはバレエ、フラメンコ、ジャズダンスなど既定のジャンルに属さない
ダンスであり、なおかつモダンダンス、舞踊など様々なジャンルの影響が入り混じったダンスのことを指します。

わかる！
キーワード

 （各30分前開場）

後藤繁雄　Goto Shigeo　
1954年、大阪府生まれ。編集者、クリエイティブディレクター、京都造形芸術大学教授。「独特編集」をモットーに、写真集、
アートブックを数多く制作。また、「エスクァイア日本版」「high fashion」などでアーティスト・インタビューを行なうほか、
アート・アワード・トーキョー（A.A.T.）コミッティ、magical, ARTROOMのスーパーバイザーを務めるなど、コンテンポラ
リーアートの動向に深く関わる。2008年7月、東京・恵比寿のアートコンプレックスNADiff A/P/A/R/T（2F）に、写真とグ
ラフィック専門のギャラリーG/Pをオープン（http://gptokyo.jp）。自身がディレクターを務める。

キノコの魔力　　　　　　　　後藤繁雄 （編集者・クリエイティブディレクター）

時々、何かをおもい出させてくれる「しぐさ」や「から

だ」に出会って、はっとしたりすることがある。それ

はがらんとしたバスの中での、おばちゃんの椅子の

すわり方だったり、若い小鹿みたいな少女の首だっ

たり、自分の小指が意外と小さいことに気づいて

「成長っていったい何？」とか気づかされたり。懐か

しさを生む奇妙なずれ。

今までずいぶん何回も「珍しいキノコ舞踊団」の作

品を見てきたけれど、僕は、何かを思い出させてくれ

たり、あるいは、未知のお菓子をたべた時みたいな、

知ってるようで、知らない感じを味わいたくて出か

けて行くんだなあと思う。

彼女たちのダンスをよく、女の子たちのカワイラシ

サ、みたいなことでうっとりと語る人もいるし、逆に、

ハードコアのダンスマニアは、「ダンスじゃない」と

言ったりもする。僕は正直、「もっといいもんなんだ

よー」と、そんな人に言ってあげたいと思う。

まず、「珍しいキノコ舞踊団」ほど、「ダンス」にまじ

めな集団はいない。だからといって、アスリート系な

身体でも、空気投げ的な東洋系身体を追い求めて

いるのでもない。サブカル的なストーリーテリング

とも違う。確かに彼女たちが「出現させよう」として

いる世界は、うたかたの夢に似てもいるが、決して

という想像力を強く刺戟するツールを使いこなしな

がら、嗅覚や触覚も含めた全身感覚を活性化しよう

としているように思える。そこにあらわれている「影」

は作り物であり、実体ではないはずなのに、われわ

れのイマジネーションの中では生々しい身体感覚

が生じてくるのだ。

今回、plaplaxと「珍しいキノコ舞踊団」とのコラボ

レーションが実現することを知り、とても楽しみに

している。コンテンポラリーダンスという「生の」身

体イメージと、plaplaxの「影」の世界がどんなふう

に融合し、観客にどんな魔法をかけてくれるのか、

彼らの作品世界がさらに大きく広がっていくことが

期待できそうだ。

飯沢耕太郎　Iizawa Kotaro　
1954年、宮城県生まれ。77年、日本大学芸術学部写真学科卒業。84年、筑波大学大学院芸術学研究科博士課程修了。90
～94年、季刊写真誌「déjà-vu」を編集長として発行。主な著書に「荒木！」（白水社）、「写真美術館へようこそ」（講談社
現代新書）、「私写真論」（筑摩書房）、「アフリカのおくりもの」（福音館書店）、「写真とことば」（集英社新書）、「危ない写
真集246」（ステュディオ・パラボリカ）、「ジャパニーズ・フォトグラファーズ」（白水社）、「荒木本！」（美術出版社）、「世界
のキノコ切手」（プチグラパブリッシング）、「戦後写真史ノート」（岩波現代文庫）、「きのこ文学大全」（平凡社新書）など。

影を操る魔法使いたち　　　　　　 飯沢耕太郎 （写真評論家）

plaplaxの近森基さんと久納鏡子さんの作品を初め

て見たのは、「KAGE」（1997）だっただろうか、それ

とも東京都写真美術館で展示された「Tool’s Life」

（2001）だっただろうか。作品の一部に触れると、そ

の影が別のものに変化したり動き出したりする。そ

んな子供時代に読んだ魔法使いの話のような出来

事が、実際に目の前で展開されているのがとても楽

しく、印象深かった。

その後近森さん、久納さんとは、福音館書店の「たく

さんのふしぎ」シリーズの一冊として刊行された「ぼ

くのかげをさがして」で一緒にお仕事させていただ

いた。自分の影をなくしてしまった少年が、「影の町」

に迷いこんで不思議な経験をするストーリーを私

が書き、お二人がイラストや写真を使ってヴィジュ

アライズした絵本である。幸いにもとても好評で、

2005年には韓国語版も出版されている。

彼らの作品世界の魅力は、コンピュータによるデジ

タル合成などの現代的な技法を駆使しているにも

かかわらず、どこか温かみや手触りを感じさせてく

れることだろう。「KAGE」も「Tool’s Life」も、その魔

術的な空間の中に入り込むきっかけは、「さわる」と

いうことである。現代社会ではどうしても視覚的な

世界が肥大化しがちなのだが、彼らはその中で「影」

珍しいキノコ舞踊団 
90年結成。様々な角度から「ダンス」を捉え、その作品の発表を通してオリジ
ナリティの確立を目指すダンスカンパニー。劇場空間以外での公演も積極的
に行っており、いろいろな空間で浮かび上がるダンスを観客とともに体験し、
楽しむことをテーマとしている。

伊藤千枝　Ito Chie

珍しいキノコ舞踊団主宰。全作品の演
出・振付・構成を担当。「ドレミノテレビ」
（NHK教育、2003–04）、映画「めがね」
（07）、UA「黄金の緑」（07）など、映画・テ
レビ・ミュージックビデオの振付といっ
た舞台作品にとどまらない活動も行う。

photo: David Duval-Smith 

plaplax（プラプラックス）   
メディアアートユニット minim++（ミ
ニムプラプラ）として活動していた近森
基、久納鏡子に筧康明が加わり、02年か
ら活動を開始。04年、有限会社plaplax
を設立。影絵や積み木、絵本など、子ど
もの遊びや玩具をモチーフにしたイン
タラクティブな作品制作をはじめ、大学
との共同研究、公共空間・商業施設の空
間演出など幅広く活躍している。

珍しいキノコ舞踊団 「珍しいキノコ大図鑑」（2008）  photo: 片岡陽太 近森 基++久納鏡子 「Tool’s Life」（2001）
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◎正直、あまり期待していなかったのですが、あまりにもよく出来ていて感動です。
　主役のマリアの歌声が胸に響いてはずかしながらずっとウルウルしっぱなしです。 （30代女性　ミュージカル「サウンド オブ ミュージック」より）

◎タイミングよくタクシーがきたり休憩できたり見張られている感にどきどきしました。アーケードの上を初めて歩いて楽しかったです。 （30代女性　「山口市営P」より）

◎どれも切り口が違ってそれぞれ面白く聴けました。場所の力学がうまく使われているなと思いました。 （30代女性　「大友良英 / ENSEMBLES」展ライブ「Networks」より）
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たちから、吉川晃司と鈴木蘭々という異色

キャスティングまで、様々な意味での一癖

も二癖もある役者が勢揃いし、数々のコワ

ザを披露。そして、笑っているうちに、迎え

るエンドロール…。まさしく正統派人情喜

劇の縮図をそこに見たような気がした。

松冨淑香 （YCAM シネマ担当）

最初に湯田温泉に行ったのは、1987年の

夏で、猛暑だったのを覚えています。その

後も中也が好きで何度も訪れ、行く度に少

しずつ接近しつつ、でもまさか自分が中也

を歌う日が来ようとは夢にも思っていませ

んでした。中也記念館で、彼が好きだった

「庭の千草」を歌う機会があり、今は大切な

中原中也生誕100年祭
「サーカス小屋でコンサート」

2007年4月29日～5月6日
会場：山口市中央公園横仮設テント
山口の地に生まれ育った夭折の詩人、中原中也。生
誕100年を記念して行われた事業の一つで、中也の
詩「サーカス」をモチーフに作られた仮設のサーカス
小屋で、様々なアーティストによるコンサートを開
催。おおたか静流のほかに、友部正人、矢野顕子、ハ
ナレグミ、あがた森魚などが山口を訪れ、生誕100年
祭を盛り上げた。

おおたか静流（音楽家）
2007年春、中原中也生誕100年祭のコンサートで、中也の詩にのせてすばらしい歌声を披露して
くれたおおたか静流さん。昔から中也とは不思議なご縁を感じ、長いお付き合いなのだとか。100年
の時を超えて運命的に惹かれあう2人の縁はまだまだ続きます。おおたかさん、音楽家として感じ
る中也の魅力を教えてください! 柄本 明  ひとり芝居

「風のセールスマン」
2009年3月18日（水）
19:00開演
会場：山口情報芸術センター
        スタジオA

※本誌P9参照

術センターが最優秀賞を受賞したというで

はありませんか。波形の屋根が周辺の山並

みとマッチしていることや、地方都市で先

鋭的・国際的な芸術活動の場を提供してい

ること、子どもたちの積極的なアートの参

加などが評価されたとのこと。建物だけで

はなくこれまでやってきた活動も認められ

たのだと嬉しくなりました。しかも同賞の受

賞は県内初! これからも受賞を励みにがん

ばります。

◎アーティスティックで先進的だけどなぜか暖かい音でした。 （20代女性　「大友良英 / ENSEMBLES」展ライブ「Networks」より）

◎大和先生と斉藤先生との対談はとても有意義で又楽しく芸術を考え直しました。 （80代女性　公開対談「美と痛み―大和保男の陶と中原中也」より）

◎自分は大学生で「教育」というものに大きく関わっている年齢だと思うのですが、自分の中で色々考えるきっかけになりました。 （10代女性　「YCAM5周年記念シンポジウム」より）

◎普段何気なく通っている商店街の知らなかったところが見えたりして不思議な感覚です。 （20代女性　「山口市営P」より）

いつもご来場
ありがとうございます。
中原中也記念館の入館者数が2008年9月

で50万人を達成しました! 50万人目の入

館者は、福岡の大学生の方。観光旅行で立

ち寄られたのだとか。「中也の詩集は読んだ

ことはあるが、生い立ちなどあまりよく知ら

ないので、しっかり展示を見て帰りたい」と

いうことでした。

翌月には、山口情報芸術センターの入館者

が400万人に! 併設されている市立中央図

書館に来られた山

口市在住の親子

が400万人目の

お客様。たくさん

の記者にマイクを

向けられて恥ずか

しがっているお子

さんの姿がとって

も印象的でした。

これからもみなさんのご来場をお待ちして

います。

選ばれました！公共建築賞

400万人目の入館者達成に興奮冷めやらぬ

中、新たなニュースが飛び込んで来ました。

なんと、優れた公共建築に対して贈られる

公共建築賞の文化施設部門で、山口情報芸

中也の詩の中に、音楽の真実が潜んでいる

おおたか静流　OHTAKA Sizzle

東京都在住。七色の声を自由に操る無国籍、ノン・ジャンルの
シンガー＆ボイス・アーティスト。踊ったり、様々な声を出すな
ど全身を使ったワークショップを行う
“声のお絵描き”を主宰し、またNHK教
育テレビ「にほんごであそぼ」に出演す
るなど多方面で活躍中。イスタンブー
ル（トルコ）で録音したCD「Serenade」
を08年12月にリリース。また同月には
パリの日本文化会館にて「中也のうた
日本の古いうた」と題したコンサートに
出演。フランスで歌を通じて中也の詩
の魅力を紹介する。

歌舞伎役者・中村勘三郎、個性派・柄本明。

そして、近年、映画への出演が増えている

小泉今日子。この3人の共演が面白くなら

ないわけがなかった…。

3月に上映する「やじきた道中　てれすこ」

は、弥次さん（中村勘三郎）と喜多さん（柄本

明）、売れっ子花魁（小泉今日子）の珍道中を

“落語”のエピソードを盛り込みながら描く。

日本が誇る古典芸能“落語”は、やはり極上

のエンタテイメントであり、下手に盛り込む

と失速する恐れもあるので（笑わせようとし

ているのは分かるのだが、笑えない映画程、

辛辣なものはない）、監督の演出力、脚本の

力（落語のエピソードをそのまま入れたので

は意味がない）もさることながら、役者の力

量に大きくまかせられるところでもあるだ

ろう。果たして、どうなることかという疑い

も杞憂にすぎないことに数分で気づく。

落語のエピソードだけでなく、その他の

ちょっとしたおかしな間（ま）や表情からこ

み上げてくる笑いは、まさに老若男女共通

のもの。それもそのはず、主演の3人だけで

なく、藤山直美や笹野高史といった芸達者

柄本 明  ひとり芝居 「風のセールスマン」 
関連上映
「やじきた道中  てれすこ」
（2007年／日本／138分／カラー）

靴底に伝わる感触が、何となく柔らかいような不安
定なような。記念館横入り口に敷かれた山口線の
元・枕木の腐蝕具合と、その黒いタールの染み具合
が、いつも「気をつけて、気をつけて」と、私に声を
かけてくれるのです。

福田百合子 （中原中也記念館館長）

2009年3月 6日（金）  13:30～／19:00～
  7日（土）  13:30～／17:00～
  8日（日）  13:30～／17:00～
会場：山口情報芸術センター　スタジオC

［料金］ 一般 1,000円　　any会員／学生 800円
 ジュニア（18歳未満）／シニア（65歳以上）
 障がい者／介護の同行者１名 500円
［監督］ 平山秀幸
［出演］ 中村勘三郎、柄本 明、小泉今日子　ほか

イタリアのマンマの味を召し上がれ。
秋から冬にかけて旬の「栗」。今回はイタリア産
の栗がゴロゴロっと入った細麺パスタをいただ
きました。う～ん、栗とトマトソースって意外や
意外、絶妙に合うんですねえ～。にんにくの効い
たトマトソースに香ばしくてほんのり甘みのある
イタリア栗が入ると、まろやかで深い味わいに。
そこに粗挽きソーセージがピリッとアクセントを
きかせ最後までフォークが止まりません。このレ
シピは、イタリアのマンマ（イタリア語でお母さ
ん）の味で、栗の季節になるとみんな食べたくな
るんだとか。お店では日本人のマンマがいつも元
気に出迎えてくれます。

「トラットリア・アンコーラ」
山口市中園町7-7（山口情報芸術センター内）
TEL.083-934-5070
営業時間：11:00～20:00　火曜休み

かわいいキャラクターたちが
人気のポストカードです。 
山口情報芸術センターで2004年4～6月に展示
された、アーティスト山口レイコによるアニメー
ション作品「ordinaries」。アニメーションには、花
や傘、モグラや虫などいくつものキャラクターが
登場し、それぞれを主人公にした小さなストーリー
を展開。話のつながりがランダムに変わっていき、
何気ない日常を営むキャラクターたちの世界は、
主人公になったり、背景になったりしながら、他の
キャラクターたちとのつながりのなかで、広がっ
ていきます。このアニメーションのワンカットをお
さめたポストカードを販売中。お求めは山口情報
芸術センター1階事務所あるいはネット（http://

www.ycam.jp/の「ショップ」）をご覧ください。

価格：500円（税込）　ポストカード（10枚セット） 
103×148mm（定型）／フルカラー
アーティスト：山口レイコ

YCAMポストカード01

「ordinaries（オーディナリーズ）」

生ソーセージと栗の
トマトソーススパゲッティー

800円（税込）
※セット（前菜、パン、ドリンク付）は1,200円

空を見上げると、雲ひとつなく月が輝く夜。
凛とした澄み渡る空気に、
つくづく冬を感じます。

レパートリーになっていますし、「汚れつち

まつた悲しみに」は、テレビで作編曲し歌

う機会を得ました。2007年、生誕100年

祭では、友部正人さんとご一緒しましたが、

サーカス小屋なので「美しき天然」を歌お

うと、盛り上がったものです。

中也は100年の歳月をかけて、愉快な歌

旅を提案しては、反応が飛び火していくの

を面白がっているように思えます。彼の世

界に触れていると、もつれた毛糸玉を解き

ほぐすように、自分の中で絡まった言葉と

音符が、あやしい距離を保ちながら遊び始

めます。それは彼の詩の中に、音楽の真実

が潜んでいるからなのでしょう。

配給：松竹

◎初めて来ました！また来たいです。企画もとても興味深く、全然中也のことを知らなかったので人間自身にも興味が湧きました。
　本当はどろくさい人間なんですね。字が美しい！  （30代女性　「美と痛み―大和保男の陶と中原中也」より）

◎素晴らしかったです。音と音楽の間を行ったり来たりしながら、全身の力が抜けて、ふわんとリラックスしたひと時でした。
　（30代女性　「大友良英 / ENSEMBLES」展ライブ「Networks」より）
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◎映画のアルプスの山々等スケールの大きさがどの様になるのか興味をもっていましたが、舞台ならではの迫力にすっかり魅了されました。
　（60代女性　ミュージカル「サウンド オブ ミュージック」より）

◎このイベントに誘ってくれた彼も10／1に晴れて恋人から夫に。結婚式も新婚旅行も決まっていない私たちにとって良き思い出になりました。
　（20代女性　「大友良英 / ENSEMBLES」展ライブ「Networks」より）




